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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、入院高齢者のためのせん妄予防プログラム(HELP)を導入し、日本版
HELPの有効性を評価すること、HELPに携わる看護学生の事例から看護教育へのHELP活用方法、院内システム構築
の方策を明確化することであった。プログラム実施後せん妄を新たに発症した高齢者はおらず、プログラム満足
度も高く、活動意欲が低い高齢者ほど刺激を得られる院内散歩、不安や心配を吐露できるプログラムが満足度に
つながっていた。また、看護教育において学年別に学生支援の必要性があり、スタッフとコーディネーター、学
生間の情報共有・コミュニケーションの在り方を整備することが院内システム構築には必須であることが明示さ
れた。

研究成果の概要（英文）：This study had several aims. It first aimed to introduce a 
delirium-prevention program (HELP) for hospitalized older adult patients and to evaluate the 
effectiveness of the Japanese version of program. It further aimed to clarify how to use HELP in 
nursing education and how to establish a hospital system based on the case studies of nursing 
students involved in HELP. No older adult patients developed delirium before or after the program, 
and the level of satisfaction was high. Elderly patients with low motivation for activity were more 
satisfied with the program, which provided them with stimulation during their hospital stay and 
allowed them to talk about their anxieties and worries. In addition, it was clearly indicated that 
there is a need to support students by grade level in nursing education, and that it is essential 
for the establishment of a hospital system to develop a method of information-sharing and 
communication among staff, coordinators, and students.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
入院高齢者のせん妄予防の取り組みは重要な課題であるが、わが国では効果があると言われているHELPを導入し
ている医療機関は2機関のみである。本研究において日本版HELPを導入し、入院高齢者にとって満足度が高く、
状況に合わせたプログラム内容を考慮することに有効性の評価を示したことは学術的意義がある。また、実践過
程で培った臨床現場と教育における連携システムの構築は相互に良い影響を与え、実践に根ざした老年看護学教
育のあり方を提案できた。これらのことは、HELP普及のための素地ともなりえ、社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
入院高齢者の 25～40%には、せん妄が出現するといわれている。せん妄は単なる意識レベル

の低下や変動だけではなく、それが原因となって起こる入院期間の延長や、転倒などの二重の影
響を受け、ADL が更に低下し、虚弱度が増した要介護状態となる。せん妄は入院関連機能障害へ
と拍車をかける要因の一つともなっており、入院中のせん妄予防への継続的な取組みは、高齢者
の入院時のケアとして重要な課題である。本研究では、1997 年に Inouye らが開発した高齢入院
患者のためのせん妄予防プログラム Hospital Elder Life Program(HELP)を導入し、日本版 HELP
の有効性の評価をすることである。さらに、その過程で培った連携システムを生かし、HELP 普
及のための院内システムの方策、および実践に根差した老年看護学教育の在り方を提案してい
くことである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の 2点であった。 
（１） 高齢入院患者のせん妄予防に効果があるといわれている HELP を導入し、プログラム実

施内容、入院高齢者の満足度、日常生活活動状況、せん妄発症の有無等の観点から日本版
HELP の有効性を評価する。 

（２） HELP に携わる看護学生ボランティアを教育するとともに、HELP 実施事例より得られた
分析内容から看護学教育への HELP 活用方法，および院内システム構築のための最良の方策
を明確化することである。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、看護大学教員と看護学生、および病院看護部管理室との病棟との協働により、病
院に入院している 70歳以上の高齢者を対象として、看護学生ボランティアがベッドサイドを訪
問し、せん妄予防と入院生活の支援を行う１回 30 分から 50 分の HELP プログラムを実施し、有
効性を評価する。また、ケア提供者側（看護学生ボランティア・看護スタッフ）による相互の効
果を明確化し、さらには老年看護学教育への HELP 活用方法を検討する。最終的には、教育と
現場が一体化した実践に根ざした老年看護学教育の在り方を提示する。詳細は以下の図１を参
照。 

 
（１）せん妄等を予防するプログラム（日本版 HELP）内容の有効性評価 

 HELP 導入による各評価指標（プログラム実施回数と内容、患者の日常生活行動、
Vitality Index（VI）、満足度、せん妄発症の有無等）についての変化とその理由を分
析し、プログラムの有効性の評価をする。HELP プログラムが提供されている期間は
データ収集される。また、HELP 導入により関わる対象者から多面的にデータを収集し、
様々な角度からプログラムの有効性を評価する。 



 

 

 
（２）老年看護学教育への HELP 活用方法の検討 

� HELP プログラム提供後に記載している HELP 報告シート内にある「振り返りと気付
き」をデータとして使用し、主に質的に分析をする。 

� 混合研究法による分析手法に依拠し、患者特性における量的データと学生からの
HELP に関する期待度の量的データ、リフレクションシートによる質的データを統
合・収斂させ、メタ推論から教育への HELP 活用方法等を導き出す。 

� 学生による HELP に関する期待度、リフレクションシートによる記述から量的質的にそ
れぞれ分析し、学生支援方法や老年看護学教育における HELP 活用方法を検討する。 

（３）大学側と病院スタッフ側により生じる相互作用と院内システム構築のための明確化 
 病院スタッフ、特に看護スタッフからの調査を主とする。HELP の活動に関わり、傍で見
守ってきた看護師、またはその他の専門職を対象としてインタビュー調査をする。HELP 報
告シートの記載欄にある「病棟からのフィードバック」もデータ分析の対象とする。 

 
４．研究成果 
（１） せん妄等を予防するプログラム（日本版 HELP）内容の有効性評価 

急性期病院に入院する高齢者に対してせん妄予防プログラム（HELP）を提供し、プログ
ラム実施後のせん妄発症の実態を明らかにし、さらにプログラムを提供された高齢者の
特性と満足度からプログラムの評価をした。2015 年からのデータの積み重ねから、本プ
ログラムおよび研究に対して説明を受け、本人または家族からプログラムと研究への参
加同意を得られた入院高齢者は、34 名であり、プログラム実施総回数は 96 回だった。 

① プログラムを受けた入院高齢者の概要 
平均年齢は 86.47歳、平均在院日数は 39.12日、男性12名（35.3％）、女性22名（64.7％）

だった。記憶障害あり（軽度 44.1％、重度 41.2％）、見当識障害あり（軽度 38.2％、重
度 35.3％）、Delirium Screening Tool(DST)診断が 1回でもありは 13 名（38.2％）、睡眠
導入・抗不安薬・抗精神病薬を服用しているものは 28 名（82.4％）であった。VI の平均
値は 6.82 であり、男性は 7.25、女性は 6.14と男性の方が VI は高かった。 

②実施したメインプログラム内容 
 散歩 43 回（44.8％）、マッサージ・アロマハンド・フットケア 24 回（25％）、お話 7回
（7.3％）、回想法・昔の写真 6回（6.3％）、音楽 6回（6.3％）、新聞・本の読み聞かせ 5
回（5.2％）、風船バレー・体操 5回（5.2％）だった。 

③HELP 実施前後による DST 判定の変化 
HELP 実施前に DST 陰性だったものは、実施後も陰性のままであり陽性になったものは

いなかった。もともと実施前には陽性だったもの 6 名（6.3％）は、実施後も陽性のまま
だったが、1名のみ陰性に変化していた。 

④プログラム満足度 
プログラムに対する満足度は、10点満点中 8点台と高値であった。プログラム間で最

も満足度が高かったものは、「音楽・会話・お話（8.7 点）」であった。 

性別によるプログラム満足度には大きな差はなかった。DST 陽性経験の有無は満足度に
差はなかった。VI と DST 陽性経験の関係性を見ると、陽性経験なしの場合、VI は高い傾
向にあった。抗不安薬・睡眠導入・抗精神病薬内服の有無における満足度の平均値を比較
すると、内服なし（平均 8.682 点）の場合の方が、有り（平均 8.272 点）よりも満足度は
高かった。 



 

 

 
⑤満足度を高める入院高齢者のせん妄予防プログラム 

 HELP のケア提供を受けた高齢者の利用満足度、及び VI の量的データと、プログラム実
施内容、実施時の様子の質的データを統合し、高齢者に適した満足度を高める治療的ア
クティビティはどのようなものか検討した。 
 分析対象の高齢者は 27 名で、HELP 実施総回数は 80 回、満足度平均値は 8.39±1.21
点、VI平均値は 6.48±2.22 点だった。プログラム実施が 5 回未満（風船バレー2回、体
操 1回）のデータを除き、満足度とプログラム内容、VI とプログラム内容の関係性を分
析した結果、プログラム間での満足度、VI ともに有意な差は見られなく、基本的に満足
度はどのプログラムにおいても高い傾向にあった。VI が低値の人ほど院内散歩を実施し、
一方で VI が高値にある人ほど、本・新聞の読み語りやフリー会話を提供するという VI に
合わせた治療的アクティビティを提供しており、プログラム内容によって入院高齢者は
反応に特徴が見られていた。 
 以上により、VI が低い人ほど「院内散歩」のように気分転換や刺激を得るプログラム
が有効なのではないかと考えられ、VI 低値の高齢者に対して院内散歩を通した気分転換
を図ること、また入院に伴う不安や心配を吐露できるプログラム提供が満足度につなが
るのではないかと考えられた。 
 

 
図２：2019 MMIRA アジア地域会議/日本混合研究法学会第 5回年次大会 発表資料より 

 
 
（２） 老年看護学教育への HELP 活用方法の検討 

① 入院高齢者のせん妄予防・入院支援プログラム（HELP）による看護学生への学年別指導
方法の検討 



 

 

 
図３：2018年 JANS発表資料より 

 
HELP に参加する看護学生の期待と初回プログラム実施後の学年別の振り返りの内容から、
HELP の体験を看護学生がどのように認識しているのか分析し、HELP 導入時の効果的な学生
支援方法の検討をした。その結果、初回参加前の看護学生のアンケートからは、ほとんどの
学生が HELP に対して期待を持って参加していることがうかがえ、リフレクションシートへ
の記載内容からは、2、3 年生は科目での学習内容をもとに対象者の反応を見ながら治療的
アクティビティが行えている状況が理解できた。 
以上により、HELP 導入時の学年別の効果的な学生支援方法として、①１年生は慣れるまで
教員や上級生とともに一緒に実施する、②2、3 年生は科目での学習内容とせん妄予防のた
めの治療的アクティビティをつなげ、学生が主体となってできるよう支援していく、③4年
生には対象者の反応をより深く観察する実践方法を検討し、下級生の指導も任せられるよ
うな教員の関わりが必要であることがわかった。 

 
（３） 大学側と病院スタッフ側により生じる相互作用と院内システム構築のための明確化 

① 入院高齢者のせん妄予防・入院支援プログラム(HELP)導入の評価：導入開始時・6か月
後・9 か月後の病棟スタッフの経時的評価から 
 スタッフの HELP 導入の期待は、全体的に開始時から高い期待が寄せられていた。得
に「認知機能低下の減少」や「身体機能低下の減少」については、期待がとても高かっ
た。「患者・家族へのケアの満足度」はどの時点においても期待は高く、HELP の有効性
は高く評価されていた。導入後の患者に対する変化は肯定的な意見が多く、「楽しみに
している患者がいる」「患者の笑顔が増えた」「患者の不穏が減った」「せん妄予防につ
ながっている」「HELP 導入を通して患者の新たな一面を知れた」等、プログラムに対す
る評価は高かった。また、スタッフ・コーディネータと看護学生間の情報共有・コミュ
ニケーションについては、組織を構築していく上でも今後の課題であり、報告書活用の
促進や、看護学生が電子カルテに記載できるようにするなど、情報共有の在り方を今後
も検討していく必要があると考えられた。 
 

② スタッフ・コーディネーターからのインタビュー調査 
コーディネータからのインタビュー調査により、学生とスタッフ間の情報共有と、看
護部との強力的なタッグを組むことの必要性の課題は残ったものの、HELP を実践する
ことは入院高齢者にとって、心地よく笑顔をもたらすことのできる活動であると考え
ていた。また、スタッフにおいては本来やりたかったケアを学生が代理で埋めてくれ
ていることを認識し、学生もチームの一員として迎え入れている体制になりつつある
ことがわかった。 
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